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オートファジーという言葉は広い意味では、細胞内の構成成分をリソソーム /液
胞において分解するシステムの総称として用いられる。これまでに少なくともマ
クロオートファジー、ミクロオートファジー、シャペロン介在性オートファジー 
(CMA)の 3種類のタイプのオートファジーが知られている。CMAでは、細胞質の
特定の蛋白質が ATPとシャペロン依存的に直接リソソームに取り込まれ、分解され
る。私たちの研究グループでは、「リソソームが ATP依存的にまた直接的に RNA/
DNAを取り込み、分解する」という新しい現象を見いだし、それぞれ RNautophagy、
DNautophagyと名付けた。同時に、これらの経路で機能するリソソーム膜上の核酸
受容体の 1つを同定した。しかしながら現在のところ、核酸取り込みのメカニズム
や基質選択性など不明な点が多く残されている。また、動物におけるこれら新規経
路の生理的役割や病態との関わりも明らかになっていない。
そこで本研究課題では、RNautophagy/DNautophagyの詳細なメカニズムの解明と、
この解明を通じて、RNautophagy/DNautophagy生物学的意義・病態生理学的意義を明
らかにすることを目的とする。
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